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令和７年 10 月 30 日 
電池類の排出方法の見直しについて 

                                  （環境局収集業務課） 

 

１ 要旨 

リチウムイオン充電池（以下「充電池」）の不適正排出に起因する清掃車両・施設の火災が全国

的に頻発している現状を契機に、充電池をはじめとした電池類の排出方法の見直しを行う。 

 
２ 現状・背景 

○市民が電池類を廃棄するにあたっては、その種類や状態によって出す場所、頻度などの出

し方が異なっている。 

種  別 場  所 頻  度 

充電池 

JBRC※１の回収対象※２ JBRC の回収協力店（市内 17 店） 随時（店舗開店時） 

JBRC※１の回収対象外 
不燃・粗大ごみ戸別収集 月１回※４ 

清掃工場等※3 随時（開場時間※５） 

その他

（充電池

以外） 

ボタン電池（LR・FR・

PR など） 

ボタン電池回収推進センターの

協力店（市内８３店） 
随時（店舗開店時） 

乾 電 池 ・ コ イ ン 電 池

（BR・CR） 

不燃・粗大ごみ戸別収集 月１回※４ 

清掃工場等※３ 随時（開場時間※５） 

※１ 一般社団法人 JBRC： 

「資源有効利用促進法」に基づき、小型充電式電池メーカーや同電池の使用メーカー等に小型充電
式電池の回収・再資源化が義務付けられ、これらメーカー等を会員として小型充電式電池のリサイク
ル活動を共同で行う団体で、小型充電式電池を回収し、再資源化を推進している。 

※2 リサイクルマークが表示されており、かつ膨張、破損していないもの。 

※３ 清掃工場等：沼上清掃工場、西ケ谷清掃工場、清水ごみ受付センター 

※４ 収集効率を考慮するため、電池類以外の不燃・粗大ごみの申込時に限る。 

※５ 沼上清掃工場、西ケ谷清掃工場：（平日・祝日）８時３０分～正午、１３時～１６時 （土曜）８時３０分～正午 

清水ごみ受付センター：（平日・祝日）８時３０分～正午、１３時～１６時 

○直近では令和６年２月に静岡市でも充電池起因の収集車両火災事故が発生した。 

 
３ 課題 

① リサイクルマークの有無、電池の状態、種類等で排出方法が異なるため、市民にとってわ

かりづらい                         → 排出方法の単純化・明確化が必要 

②「JBRC の回収対象外の充電池」及び「乾電池・コイン電池（BR・CR）」は、電池類以外の不

燃・粗大ごみと一緒でなければ戸別収集に申し込みができない。→ 排出機会拡大が必要 

 

４ 課題解決に向けた方策案 

市民にわかりやすい排出方法、排出機会の拡大のための複数の方策案を検討 

➡ （別表）方策案の検討表参照   
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５ 見直し案 

以上の検討の結果、使用済電池類の排出方法を次のとおり見直したい。 

※検討表のとおり、コスト面、安全面、排出場所の管理面などを総合的に勘案 

種  別 現  行 見直し後 

充電池 

JBRC の

回収対象 

JBRCの回収協力店（市内

17 店）へ持ち込む。 

左記に加え、 

・不燃・粗大ごみ戸別収集で排

出（※充電池１点でも排出可） 

・清掃工場等へ持ち込む。 

種類や

破損な

ど の 状

態によ

る区別

が不要 

JBRC の

回収対象

外 

・不燃・粗大ごみ戸別収集

で電池類以外の不燃・粗大

ごみの排出時に合わせて

排出する。 

・清掃工場等へ持ち込む。 

・不燃・粗大ごみ戸別収集で排

出（※充電池１点でも排出可） 

 

 

・清掃工場等へ持ち込む 

その他

（充電池

以外） 

ボタン電

池 （ LR ・

FR ・ PR

など） 

ボタン電池回収推進センタ

ーの協力店（市内８３店）へ

持ち込む。 

左記に加え、 

・使用済小型家電回収拠点（市

内 49 拠点）へ持ち込む。 

・不燃・粗大ごみ戸別収集で電

池類以外の不燃・粗大ごみの排

出時に合わせて排出する。 

・清掃工場等へ持ち込む。 

種類や

破損な

ど の 状

態によ

る区別

が不要 乾 電 池 ・

コ イ ン 電

池 （ BR ・

CR） 

・不燃・粗大ごみ戸別収集

で電池類以外の不燃・粗大

ごみの排出時に合わせて

排出する。 

・清掃工場等へ持ち込む。 

左記に加え、 

・使用済小型家電回収拠点（市

内 49 拠点）へ持ち込む。 

 

・清掃工場等へ持ち込む。 

 

６ 見直しの効果 

○排出方法がわかりやすく、かつ排出の選択肢も増えることで市民の利便性が向上する。 

○排出方法がわからないことを理由に「誤ったごみ出し」をしてしまうリスクが軽減され、ご

み収集運搬車両や清掃工場における火災事故の発生が抑制されることで、安定したごみ

処理が実施できる。 

 

７ 今後のスケジュール 

項 目 R7.10 11 12 R8.1 2 3 4 

戸別収集・持込 
清対審 

（意見聴取） 

受入準備 実施    

拠点回収 受入準備    実施 

広 報      

 

◇ 補足 

○ 実例は少ないが、乾電池による火災もある。 

○ ボタン電池、コイン電池は小さいものが多く、種類の見分けが難しい。 

○ 本取組は、現行の不燃・粗大ごみ及び使用済小型家電の収集運搬業務の範囲内において対象品

目を追加するものであり、追加経費は発生しない見込みである。 

広報紙掲載 3 月号 アプリ・ＨＰ等 



不燃・粗大ごみの戸別収集制度を拡充する。 
・種類、状態にかかわらず全ての充電式電池が収集対象 

・充電式電池単体（１点）でも申込可 
○ 

向上 

◎ 

戸別 

○ 

月１ 

△ 

要申込 

○ 

現状予算 

で対応可 

△ 

やや低下 

(※) 

○ 

排出者 

管理 

○ 

申込で 

確認可能 

○ 
※充電式電池単体のみの収集を受け付けることで収集効率が低

下するが、家庭での火災リスクを考慮して受付する。 

びん・缶等資源ごみと合わせて集積所収集する。 
・種類、状態にかかわらず全ての充電式電池を集積所に出せる

・電池類専用のコンテナを設置し、他の資源ごみとは別の回収 ○ 

向上 

〇 

集積所 

(※１) 

○ 

月 1 

◎ 

不要 

× 

委託費 

増 

× 

車両等 

増加見込 

× 

対策困難 

(※2) 

△ 

確認難 

× 
理由①）コストの大幅増が見込まれる。 

理由②）※１_資源ごみの集積所では、自治会で分別指導等を実施

していただいているケースが多く、負担が増す。 

理由③）※２_充電式電池は発火リスクが高く、収集までの間無人

のため火災対策が困難 

使用済小型家電回収（拠点回収）品目に充電式電池

・種類、状態にかかわらず使用済小型家電回収 BOX に出せる

○ 

向上 

△ 

市内 

49 拠点 

◎ 

拠点 

開館日 

◎ 

不要 

○ 

現状予算 

で対応可 

○ 

現状維持 

× 

対策困難 

(※) 

△ 

確認難 

× 
理由）※拠点内の回収 BOX は監視体制が十分とれず、また、施

設休館日等の火災対策が困難 

清掃工場等での受入対象を拡大する。 
・種類、状態にかかわらず清掃工場等への持込みを可能とする。 

・清掃工場等で種類、状態ごとに分別する。 

○ 

向上 

  △ 

市内 

3 か所 

◎ 

開場日 

◎ 

不要 

○ 

現状予算 

で対応可 

○ 

現状維持 

○ 

安全対策

可能 

○ 

受付で 

確認可能 
○ 

➡ ①④の併用が効果的

（２）充電式電池以外の電池 
検討項目 

評   価 排出の利便性（方法・機会） その他 

わかりやすさ 場  所 頻  度 手  続 コスト 収集効率 
火災 
リスク 

事業ごみ 
排 出 リスク 

不燃・粗大ごみの戸別収集制度を拡充する。 
・全ての乾電池、ボタン電池、コイン電池が収集対象 

※電池単体のみの受付不可    ○ 

向上 

◎ 

戸別 

△ 

月 1 

電池単体

排出不可

(※) 

△ 

要申込 

○ 

現状予算 

で対応可 

○ 

現状維持 

○ 

低い 

○ 

申込で 

確認可能 

○ 
※電池単体（１点）のみの戸別収集を受け付ける場合は、大幅に収

集件数が増加し、コストの増加や収集効率の悪化が想定されるた

め、他の不燃・粗大ごみの排出時に合わせて排出する場合に限る。 

びん・缶等資源ごみと合わせて集積所収集する。 
・全ての乾電池、ボタン電池、コイン電池を集積所に出せるよう

・電池類専用のコンテナを設置し、他の資源ごみとは別の回収

○ 

向上 

〇 

集積所 

(※１) 

○ 

月 1 回 

◎ 

不要 

× 

委託費 

増 

× 

車両等 

増加見込 

○ 

低い 

△ 

確認困難 

× 
理由①）コストの大幅増が見込まれる。 

理由②）※１_資源ごみの集積所では、自治会で分別指導等を実

施していただいているケースが多く、負担が増す。 

使用済小型家電回収（拠点回収）品目に全ての乾電

池、ボタン電池、コイン電池を加える。 
・ボタン電池、コイン電池等の種類にかかわらず使用済小型家

電回収 BOX に出せるようにする。 

・使用済小型家電と区別するため、電池類は小袋に入れて出

○ 

向上 

△ 

市内 

49 拠点 

◎ 

拠点 

開館日 

◎ 

不要 

○ 

現状予算 

で対応可 

○ 

現状維持 

○ 

低い 

△ 

確認困難 ○ 

清掃工場等での受入対象を拡大する。   △ ○ ○ 



・電池の端子部分にテープを貼り

絶縁処理をしてください。

・左記電池類をまとめて

小袋に入れてください。

さらに、

令和8年4月～
使用済小型家電回収ボックス設置拠点にて

拠点回収します。

これまでの出し方に加えて

令和8年1月～
乾電池・ボタン電池・コイン電池は全て

不燃・粗大ごみとして収集します。

（ただし、戸別収集の場合は電池のみの受付不可）

♧乾電池・コイン電池（BR・CR）
※ボタン電池のうち、上記以外を含む。

♧ボタン電池（LR・PR・SR）

これまでの出し方

ボタン電池回収協力店舗へ持ち込む。

（不燃・粗大ごみとして受付不可）

不燃・粗大ごみとして収集

（清掃工場への持ち込みも可）

戸別収集の場合は電池のみの受付不可

静岡市 環境局 収集業務課 適正排出推進係 ：054-221-1365

ごみ減量啓発キャラクター
しずもちゃん

その１ 充電式電池の出し方

その２ 上記以外の電池の出し方

令和8年1月～

充電式電池は 全て

不燃・粗大ごみ
として収集します。

さらに、

充電式電池１点のみでも
戸別収集が可能です。

モバイルバッテリー 電子タバコ 電動工具 充電式掃除機 ハンディファン

※充電して使用する製品には、充電式電池が入っています。

充電式電池使用製品の例

これまでの出し方に加えて

♧ （一社）JBRC回収対象のもの

（一社） JBRCの協力店に持ち込む。

（不燃・粗大ごみとして受付不可）

リサイクルマークが無い
膨張・破損している

♧ （一社） JBRC回収対象外のもの

不燃・粗大ごみとして収集
（清掃工場への持ち込みも可）
戸別収集の場合は充電式電池のみの

受付不可

これまでの出し方

リサイクルマーク
があるものも！

LR・PR・SRの
ボタン電池も！

※清掃工場へ持ち込んでいただくこともできます。

※清掃工場へ持ち込んでいただくこともできます。

変わるよ！

ボタン電池のうち、「LR」、「PR」又は「SR」

＋

LR PR SR

「乾電池」 「コイン電池」 「ボタン電池」

設置拠点はこちら
からご確認ください。

＋

BRやCRの表記のもの 上記
以外

＋ ＋

＋

変わるよ！

使用済電池類

新しい出し方が加わります

（案） 資料２－２


